
県議会の活動報告           令和６年３月１日 

                      宮城県議会議員（太白区選出） わたなべ 拓
ひろし

 

【県議会で質問を実施しました！】 

 ２月２２日（木）に県議会でわたなべが議会質問を実施しました。大綱６点について質問し、わたなべの提

案が多数採用され、翌日の河北新報朝刊に大きく報道されました。 

 仙台赤十字病院と県立がんセンターの統合に係る施設整備費 26 億円を含む第１号議案（令和６年度の宮城県

総予算 1 兆 238 億円）ついて、野党議員は４病院再編の内容に反対だとして、予算案全体を否決していました。  

 一方、わたなべは、①４病院再編関係予算は新病院建設費の積立に過ぎないこと、②対案もなしに県政に関

係する全予算に反対するのは無責任であることから、県政与党議員として賛成しました。 

村井知事は、県立がんセンターが担ってきた「希少がん・難治がん」治療を手放そうとしています。県民本位

の政策医療維持のため、引き続き、議会で戦って参ります。 

 

【大綱６点の質問結果】 

1.非常時の特別規定に関する地方自治法改正（国による地方への指示）について 

→危機管理は法改正ではなく、憲法改正による緊急事態条項をと提案。 

2.ダム、港湾のサイバーセキュリティ対策について 

→ダム、港湾ともに、来年度よりランサムウェア攻撃を想定した訓練、業務継続計画・BCP にサイバー攻撃対

策の追補を訴え実現！ 

3.県立高校等へのマンホールトイレ整備について 

→県立高校や「宮城野原総合運動場」に下水道に直結するマンホールトイレ設置へ！ 

4.中小ものづくり企業奨学金返還支援事業について 

→中小ものづくり企業へ就職した方の奨学金債務について、最大で６年間にわたり、県と就職先企業で折半し

て総額２７０万円給付が決定。令和６年４月から協力企業募集、令和７年４月から給付開始に決定！ 

5.半導体産業の振興について 

→半導体分野の県ビジョン策定を提言し、令和６年度中の策定決定！半導体人材育成・確保支援、半導体工場

による水資源への負荷低減を提言。工業高校実習室のエアコン整備決定！ 

6.4 病院再編について） 

→仙台赤十字病院と県立がんセンターのいずれが経営主体となった場合に収支が改善するかのシミュレーショ

ン比較（日本経営に委託）が存在するものの、県は結果を非開示（！）。再編による割増退職金・給与など「見

えないコスト」も提示すべき。日本赤十字社主導で希少がん・難治がん等の政策医療は維持できるのか。 

 

  



 
河北新報朝刊記事（令和６年２月２３日）赤枠内がわたなべの質問部分記事。 


